
様式 C-7-2
自己評価報告書

平成 21 年 5 月 27 日現在

研究分野：社会科学
科研費の分科・細目：社会学
キーワード：生活構造、生活研究、都市社会学、大原孫三郎

１．研究計画の概要
多様化・不安定化しつつある生活とそれに

起因する新たな生活問題を的確に理解する
ためには、生活構造論の分析枠組を再構築す
る必要がある。本研究は、生活構造論の基本
的発想や分析枠組に関する理論的・学説史的
研究から、今後の理論的展開に向けた課題を
提起することを目的としている。
(1)1940 年代以降の生活変動を生活構造論が
どのように分析したか、視野から落ちたのは
何かを明らかにする。
(2) “媒介”機能に対する認識を中心に生活
構造論を分類する基準軸を提示し、生活構造
論の系譜を整理する。
(3)生活問題・労働・社会問題への企業・企業
家の対応は重要なテーマあるが、これまでの
生活構造論ではほとんど検討されていない。
独自の経営理念を主張した大原孫三郎・大原
總一郎の思想を明らかにし、生活構造論の視
野の拡大を図る。

２．研究の進捗状況
(1)生成期生活研究（1910 年代～1930 年代）
の継承という点では、高野岩三郎等が先駆的
に試みた労働者生活の総合的把握に関して
ほとんど見るべき展開がない。高野は労働者
生活をトータルに把握して社会変動の能動
的単位として位置づける必要性を強く意識
し、そのためのプランを構想している。未完
のまま残された高野のプランについて、今日
的視点から意味を問う必要がある。
(2)都市社会学では、生成期生活研究とは全く
異なる認識枠組で生活構造論が展開された。
個人と社会構造をつなぐ媒介概念の必要性
が明確に意識されていることが注目される。

しかし、それは必ずしも生活をトータルに把
握するための理論構成に結びつかず、地域分
析の下位枠組として位置づけられている。
(3)意外にも地域社会への視点が薄い。高度成
長に乗り遅れた地域では（旧産炭地等）、不
安定労働や低賃金、家族病理等のいわば古典
的問題が沈澱していたのであるが、このよう
な地域的な問題は十分に解明されないまま
現在に至っている。
(4)1970 年代以降、労働の質の変化を基盤と
するワーキングプア、仕事の仕方の変化と過
重労働が指摘されたことは、今日的な貧困の
研究につながるものである。
(5)生活構造論の系譜を整理する基準軸とし
て、調査・研究の対象となった社会層、生活
問題の認識、地域社会の位置づけ、生活構造
の媒介機能についての認識 の 4 項目を提示
することができる。
(6)大原孫三郎は武藤山冶らの温情主義的経
営家族主義を否定し人格主義を主張した。大
原孫三郎の経営理念の継承者である息子總
一郎の経営理念を孫三郎のそれと比較し、大
原孫三郎の人格主義の根底にある経営理
念・社会思想を明らかにした。また、大原孫
三郎と總一郎が社会的視点から経営を思考
する原動力となる彼らの社会階層の問題と
時代的背景、その精神について明らかにする。

３．現在までの達成度
③やや遅れている。
（理由）

労働の面では非正規雇用・ワーキングプア
の拡大や労働条件の悪化が急激に進行し、他
方、地方分権化政策・市町村合併によって地
域社会の枠組が大きく変化しつつあること
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から、就業意識や生活行動の現状を把握して
おく必要があると判断し、幾つもの調査を実
施した。そのため、現状に関するデータの充
実を図ることはできたが、理論的・学説史的
研究が当初予定より遅れがちとなっている。

４．今後の研究の推進方策
(1)基本文献は継続的に収集しており、分類基
準軸の設定についても固まりつつある。各文
献の系統的な整理を早急に進め、今年度中に
研究報告書を作成する予定である。
(2)当初の研究計画に生活行動と生活意識の
現状分析を加える。理論的・学説史的研究と
就業意識・生活行動の現状に関するデータ分
析の結果の双方を踏まえて、生活構造論の今
日的課題を考察する。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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